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親子で学ぶ                                                       　　　第４３号
否定語がなくても否定の意味！？


　
 これまで２回にわたって、形式的な面から「否定」というものをとらえてきました。今回は内容的に「否定」と考えられるものに焦点を当てて考えてみましょう。形の上では否定語ではないのに、内容から考えると「否定」にとらえた方がよい、というものが数多くあります。また、否定語が使われているのに否定ととらえない方がよかったり、といった点まで検討してみましょう。今回は文章が多くてごめんなさい。頑張って下さい。



◎前号の補足：「any...not は不可」について  （やや難）
  第４２号の一覧表の中に何気なく記した項目、「any...notの語順はない」ということについてもう少し触れておきたいと思います。次の文を見て下さい。
 (a) No students were in the room.  （生徒はその部屋にだれもいなかった）
  最初の語、No は、students という語を修飾している『語否定』です。しかし意味としては文の内容を否定している『文否定』と考えられます。
　no は not...any と分けることができました。だからといって次のような『文否定』の英文は残念ながら存在しないのです。
 (a)' *Any students were not in the room.
この理由は、英語の否定語はなるべく前に出す傾向があり、主語を否定するという表現（これは日本語には存在しない）が一般的だからです（時間に余裕がありましたらじっくりとお考え下さい）。
(1)二重否定
「－」（否定）×「－」（否定）＝「＋」（肯定）
  ちょっと数学の問題。(-50)×(-9.6)=(+４８０)です。今では何ら疑問に思うことなく処理していると思います。しかし中学１年時にこのことを教わったときには、ある種の衝撃に似たものを感じました。日常生活では感じなかった「負の世界」です。このマイナスを「否定」と考えてみましょう。つまり、一つの文の中に２つの否定語が存在する、と考えるのです。日本語でもよく使いますね。「こんな問題解けないわけがない」。どういうことなのかと言えば、「解けるにきまってるじゃない、馬鹿にしないでよ」ということでしょう。否定語を２つ用いることにより、「強い肯定」の意味が生じることになります。否定を２つ用いることを「二重否定」と言います。
 (b) There is no mother that doesn't love her own child. 
　　（自分自身の子供をかわいがらない母親はいない）　
　これは内容から考えると、母親なら誰だって我が子をかわいがる、という意味ですよね。
（えっ、そんなことはないって？ご冗談を！）ということは、次の文とほぼ同じ内容です。
 (b)' Every mother loves her own child. （母親は誰でも自分の子供をかわいがる）
  次は有名な表現です。
 (c) I never read this book without crying. (withoutは「～せずに、～なしに」の意味)
      （－）                （－）
  直訳すると、「泣くことなしにこの本を読むことは決してありません」ということ。こ
れは「この本を読めば必ず泣いてしまいます」という強い意味になります。
 ◎ never [cannot].....without ～ing  .....すれば必ず～する
 ◎ 二重否定は強い肯定の意味


(2)注意すべき否定表現
 ①隠された否定表現（どこに否定語が？）
　重要な表現を例文と共にご紹介いたしましょう。
 (d) Your report is free from mistakes. （君のレポートには間違いがない）    
   （注）free は「自由な」「束縛されていない」「～を免れている」の意味。
 (e) He is anything but a gentleman.  （彼は決して紳士などではない）
   （注）but は「～を除いて」の意味。「紳士ということを除けば何でもいい」ということ。
 (f) This book is too difficult to read.  （この本は難しすぎて読めない）　
   （注）有名な表現です。→This book is so difficult that we can't read it.
 (g) He is far from happy.  （彼は決して幸せではない） 
   （注）far は「遠い、遠く」。「幸せな状態から遠いところにいる」という程度の意味。
 (h) It is beyond my power.  （それは私にはできない）
   （注）beyondは「～を越えて」ということ。「私の能力を超えている」という意味。
 (i) He fails to read that book in an hour.  （彼はその本を１時間では読めない）
   （注）failは「失敗する」という意味。「～することを失敗する」→「～しない、～できない」という意味。
    重要：二重否定の never[cannot] fail to ～で「必ず～する」の意味。      
 ②修辞疑問文
  「修辞疑問文」は、形は疑問文になっていても、その真意は逆のことでした。         (j) Who can read this difficult book ? （誰がこの難しい本を読めるのですか→誰が　この難しい本を読めるって言うんですか？→誰も読めませんよ）つまり
 (k) Nobody can read this difficult book.  と同じ意味でとらえます。
  逆の例も考えておきましょう。
 (l) Who doesn't want to eat cake ?  （誰がケーキを食べたがらないでしょうか→ケ　ーキを食べたがらない人がいるでしょうか？→誰でもケーキを食べたがります）
 (m) Everybody wants to eat cake.       まとめると次のようになります。
  肯定の修辞疑問文（j）→強い否定の意味（k）
  否定の修辞疑問文（l）→強い肯定の意味（m）
    逆の意味になる点に
    注意しましょう。

肯定の
 ③「決して～しない」の表現  never
anything but
far from
the last   to
not ～in the least （後日再紹介）               
not ～ at all     （後日再紹介）
注意：次のような否定の形は一般的にはいけない英文だと言われています。
He left no letter unanswered. （彼は手紙に返事を書かないでいた）
　                          
参考：米文学の作家、ウィリアム・フォークナー(William Faulkner)という人は、彼の文体状の特徴として明確な否定を２つ使うことがあります。これは作家の文体状の特徴として認められていることであって、一般的には使わないようにしなければなりません。なお彼の作品には、Faulkner Faulker や　　　　　があります。
 紙上：カルチャースクール


                （高校編）


 発行所：共立二高・第一学年


 編集長：松ヶ枝　孝之


 発行日：Mon. Feb. 8th. 1999











[image: image2.bmp][image: image3.bmp][image: image4.bmp][image: image5.bmp][image: image6.bmp]